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Cisco IP Manager Assistant

Cisco IP Manager Assistant（Cisco IPMA）機能を使用すると、マネージャとその

アシスタントが効果的に協力して作業できます。Cisco IPMA は、プロキシ回線

サポートと共有回線サポートの 2 つのオペレーション モードをサポートしてい

ます。どちらのモードも、マネージャ用の回線ごとに複数のコールをサポートし

ています。Cisco IPMA サービスは、クラスタ内でプロキシ回線サポートと共有

回線サポートの両方をサポートしています。

Cisco IPMA の両方のモードは、マネージャ用の電話機拡張機能、および主にア

シスタントが使用するデスクトップ インターフェイスから構成されています。

Cisco IPMA のプロキシ回線サポートには、コール ルーティング サービスが含ま

れます。

Cisco IPMA がプロキシ回線サポートの場合、このサービスは、マネージャへの

コールを代行受信し、事前設定済みのコール フィルタに基づいて、選択された

アシスタント、マネージャ、または他のターゲットにそのコールをルーティング

します。マネージャは、コール ルーティングを動的に変更できます。たとえば、

電話機上でソフトキーを押して、すべてのコールをアシスタントにルーティング

するようサービスに指示し、それらのコールの状態を受信できます。 

Cisco CallManager ユーザには、マネージャとアシスタントがあります。Cisco

IPMA のプロキシ回線サポートのルーティング サービスは、ユーザのコールを代

行受信し、適切にルーティングします（Cisco IPMA の共有回線サポートはルー

ティングをサポートしていません）。アシスタント ユーザは、マネージャの代わ

りにコールを処理します。Cisco IPMA には、マネージャ用の機能とアシスタン

ト用の機能が含まれています。
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関連項目

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「プロキシ回線サポート

のある Cisco IP Manager Assistant」

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「共有回線サポートのあ

る Cisco IP Manager Assistant」
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